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定価：文部科学大臣が認可し官報で告示した定価
（前記の定価は、各教科書取次供給所に表示します。）
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私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を
支援しています。 
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中学生の学びを支える皆様へ
この教科書は、生徒たちが自分らしさを
発揮し、家庭や学校、地域、世界を巻き
込んで、明るい未来を想像し、これから
の学びを創造することを応援しています。

学びを深めるデジタルコンテンツはこちら

学研教科書サイト学研教科書サイト

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

中学生の学びを支える皆様へ
この教科書は、生徒たちが自分らしさを
発揮し、家庭や学校、地域、世界を巻き
込んで、明るい未来を想像し、これから
の学びを創造することを応援しています。
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学びを深めるデジタルコンテンツはこちら

学研教科書サイト学研教科書サイト

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。
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中学生の学びを支える皆様へ
この教科書は、生徒たちが自分らしさを
発揮し、家庭や学校、地域、世界を巻き
込んで、明るい未来を想像し、これから
の学びを創造することを応援しています。

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を
支援しています。 
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 松島　千尋　長野県安曇野市立穂高北小学校教諭
 吉田　　修　東京都府中市立府中第三中学校校長

 【情報モラルに関する監修】
 堀田　龍也　東北大学大学院教授・東京学芸大学大学院教授
 【特別支援教育に関する監修】
 小林　倫代　国立特別支援教育総合研究所名誉所員
 【多様性に関する編集協力】
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 【SDGsに関する編集協力】
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学びを深めるデジタルコンテンツはこちら

学研教科書サイト学研教科書サイト

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

教師用指導書セットのご案内明日への扉
中学生の道徳新版

令和
７～10
年度

教師用
指導書

購入予算
編成表

株式会社Gakken
小中教育事業部
〒141-8416
東京都品川区西五反田2-11-8
TEL 03-6431-1151

学研 学校教育ネット
https://gakkokyoiku.gakken.co.jp/

※指導編は、セットの追加分売用。

書名 本体価格（予定）

新版　中学生の道徳　明日への扉　
教師用指導書セット 　各学年 48,000円（税込 52,800 円）

新版　中学生の道徳　明日への扉　
指導編（朱書） 　各学年 9,000円（税込 9,900 円）

種目 道徳 発行者

番号 略称 教科書番号

224 学研
1 年 道徳 224-72
2 年 道徳 224-82
3 年 道徳 224-92

※製作中のため、内容・仕様等は変更になる場合があります。

教師用指導書セット内

●クラウド版、校内フリーライセンスです。
　※配信期間は教科書の使用期間。

●教師用指導書セットには、ライセンス証が入っています。
●ご使用の開始には、クーポンコードを用います。
　 (クーポンコードは、ライセンス証に記載予定）
※動作環境　OS：Windows10以降、iOS、Chrome OS
　　　　　　ブラウザ：Microsoft Edge、Safari、Chrome

指導者用デジタル
教科書（教材）
について
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セット内容 内容 数量、判型

研究編

各教材の指導案では、主題設
定の理由、授業の展開例、板
書例などの情報のほか、生徒
の多様な考えを引き出すヒン
トとなるコラムも掲載。教材
末発問について、「やさしい日
本語」版を掲載しています。
また、道徳専門用語の解説や、
道徳授業に関するＱ＆Ａ、現代
的課題についての解説もありま
す。

１冊
AB判

指導編
(朱書 )

教科書の紙面と共に、板書例
や発問の仕方、指導方法の工
夫など、効果的な授業展開の
ための情報をフルカラーで掲
載しています。教材末発問に
ついて、「やさしい日本語」版
を掲載しています。

【追加分売可】

１冊
AB判

掲示資料
教科書オリエンテーションペ
ージの「考えを深める４つの
ステップ」を掲載しています。

１種類
３枚
AB判
四ツ折り

データ集
（ライセンス証）

ワークシート（Word）、年間
指導計画作成資料（Excel）、
学習指導案略案（Word）、道
徳 通 信（Word）、 人 物 相 関 
図（Powerpoint、PDF、
Google スライド）等を収録
しています。

ダウン
ロード
提供

指導者用
デジタル
教科書
（ライセンス証）

朗読音声や挿絵の拡大、ペン、
付箋、タイマー、ワークスペ
ースなど充実の機能を搭載し
ています。（クラウド版、校内
フリーライセンス。使用には
開始手続きが必要です。）

クラウド版
校内フリー
ライセンス
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授業を活性化させるコツ
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？
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。
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。

・
感
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を
伝
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書
例
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袋
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分
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正
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化

後
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　弱さ
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心

　

強
さ

人
間
と
し
て
の
生
き
方

・
ま
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め
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実
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く
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と
。
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す
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と
。

人
間
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て
気
高
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方
と
は
？

苦
し
い
思
い
を
し
た
の
は
？

・
謝
り
に
行
き
た
い
が
行
け
な
い
。

・
お
婆
さ
ん
を
だ
ま
し
た
自
分
が
嫌
だ
。

・
お
婆
さ
ん
は
励
ま
し
て
く
れ
た
の
だ

か
ら
、
い
い
の
だ
。

各グループから出された
意見を示す。

お婆さんにうそをついてごまかしたときの心の弱さと、その後の良心
とのせめぎ合いを対比できるように、矢印を用いて図式化して示す。

⃝導入を工夫して、違和感なく入り込ませる
　50銭をかすめ取る切実な気持ちへの共感が、この教材の核
心に迫る前提になる。当時の金銭価値などの説明をするとよい。
実物の足袋を提示するのも生徒を引きつける導入となる。
　　　デジタルコンテンツの活用
　現代の小樽郵便局の写真を見せることで、この話が昔とはい
え実話であることを実感させると、より教材の世界に入り込み
やすい。
⃝多面的・多角的に考えさせる補助発問を入れる
　「お婆さんとのことを振り返り、『私』はどんな生き方をしよ
うとしているのだろう。」「このお婆さんと出会っていなかった
ら、『私』の生き方はどう違っていただろう。」などの補助発問
により、考える幅を広げ、多様な意見を引き出すことができる。
⃝��　　　　　　　�　「感謝の科学講演　ファラデー」（教科書
P.131）の活用
　お婆さんに感謝の気持ちを伝えることがかなわなかった
「私」であるが、恩を別の形で返すことができることに関連付
けて、ファラデーの話を用いることも有効である。
①支えられていることへの気付き

　モーターの原理を発見したイギリスの科学者ファラデーが、
偉大な実績を残せたのはなぜだろうか。もちろん、本人の努力
や幸運があったこともその理由の一つではあるが、多くの人々
の支えがあったおかげでもある。ファラデーの話に触れる際は、
ここを押さえることが第一のポイントである。
②感謝を形に
　ファラデーは、住み込みで働いた製本所の主人や友人など、
さまざまな人に支えられていた。彼に限らず、人は多くの人に支
えられている。他者の支え、思いやりに触れたとき、それをあり
がたいと感じる心が、感謝の思いである。感謝の思いを感じた
とき、どう生きるか。これが第二のポイントである。
　相手に直接感謝を伝えることも大切である。だが、ここでは
ファラデーが少年少女のために科学講演をする行動を起こした
ことに、目を向けさせる。多くの人に支えられていることに感
謝し、それを広く社会に還元し、人間愛へと深めた生き方に気
付かせる授業展開にすると効果的である。

�CT

学習内容 指導上の留意点

導入 １．課題について意識する。

⃝�よくないことをしたのにすぐに言い出せなかった経
験など、自分の弱さを感じた場面を思い出す。

⃝�特に発言を求めず、各自が自分自身のことを振り返
り、本時への意識付けができればよい。

⃝�タイトル下キーフレーズに着目させ、教材に関心を
持たせる。

人間としての気高さをもった生き方について考えよう

展開 ２．�教材を読み、人間の弱さについて考え、話し合う。

朗読音声
約６分

①�「50銭玉だったね？」と言われて、思わずうなず
いたときの「私」の気持ちを考えてみましょう。

・お釣りをもらえば、足袋が買える。

⃝�自分優先になっている気持ちに共感させ、誰にでも
ありうることだと気付かせる。

②�お金をかすめ取ってしまった後の日々、なぜ苦しい
思いをしたのでしょう。

・うそをついてごまかした自分が嫌だ。
・�お婆さんに謝りたい。でもできない。
・�お婆さんは自分を励ましてくれたのだからいいのだ、
と自分に言い聞かせようとするが、すっきりしない。

⃝�苦しい思いをしたというところから、心の中にある
良心の存在に気付かせ、生徒自身の体験を想起させ、
同様の葛藤があったか重ね合わせて実感させる。そ
の後の「私」の行動から、③の発問につなげる。

⃝図を使って説明すると50銭の価値が分かりやすい。
月給14円

食費13円50銭
50銭（床屋・ふろ銭）

３．�人間としての気高い生き方について考え、話し合う。

③�なぜ、「私」はお婆さんのところへ行ったのでしょう。
その行動に突き動かしたのはどんな思いでしょう。
・うそをついてごまかしたことを謝りたい。良心が許
さない。

・あの時の感謝を伝えたい。

・真面目に誠実に生きていくということ。
・失敗しても挽回しようとする生き方をする。
・人との出会いを大切に積み重ねて、生きていく。

⃝�このままでは嫌だ、自分に恥じない生き方をしたい
という気持ちが大きかったことに気付かせる。

　　　�弱さや醜さを克服することで気高い生き方に近
付けることに気付いたか。（発言、観察）

⃝�単なる「お婆さんの優しさ」ではなく、「私」が考
えさせられた生き方について考えさせる。

主体的・対話的で深い学びのために
◆生徒自身の考える「人としての気高い生き方」
について書かせた上でグループで話し合わせ、
全体で共有する。

⃝気高い生き方を具体的に考えさせる。

終末 4．�本時を振り返り、学んだことや考えたことを記述する。

⃝気高い生き方や自分に恥ずかしくない誇りをもった
生き方について、考えたことや感じたことを書く。

⃝�生徒自身のことを書くように指示する。
　　　�気高い生き方について、多面的・多角的に考え

を深めていたか。（発言、記述）

❹お婆さんが「私」にくれた心とは何でしょう。

評価

評価

足袋の季節24

展開例 板書例　　　　　人間として気高く生きる 　　　　　よりよく生きる喜び
　　　　　�人間には自らの弱さや醜さを克服しようとする強さがあることに気付き、自分に誇り

をもち、人間として気高く生きていこうとする心情を育てる。

主題名 内容項目
ねらい

教材をより深く理解するために

193192

主題設定の理由

人間として気高く生きる

よりよく生きる喜び
人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心があることを理解し、人間として生
きることに喜びを見いだすこと。

人間には自らの弱さや醜さを克服しようとする強さがあることに気付き、自分に誇りをもち、人間として
気高く生きていこうとする心情を育てる。

主題名

内容項目

ねらい

　本指導内容は、人間には自らの弱さや醜さがあると
同時に、それらを克服する強さや気高く生きようとす
る心があることを理解し、人間として生きることに喜
びを見いだすことに関するものである。
　誰もが欠点や弱点をもっており、自分を律すること
ができずに怠けたり、自分の利益を優先し、他人の不
利益を無視して行動してしまったりすることもある。
　しかしながら、同時に、人間はその弱さや醜さを克
服したいと願う心ももっている。
　この良心による悩み、苦しみと戦い、打ち勝ち、人
間としてよりよく生きようとする誇りある姿に焦点を
当て、人間として生きる喜びとは何かに気付かせるこ
とが大切である。

　中学生の段階では、人間が内に弱さや醜さをもつと
同時に、それを克服しようとする強さをあわせもって
いることを理解できるようになってくる。
　自分だけが弱いのではないかという思いから、自信
をもてずにいることもあるが、人間としてよりよい生
き方をしたい、崇高な人生を送りたいという思いが強
くなるのが、この時期である。
　そこで、まず、自分だけが弱いのではないというこ

指導内容について

生徒について

とに気付かせた上で、自分を奮い立たせることで弱さ
を強さに変え、目指す生き方や誇りある生き方に近づ
くことができるということに、目を向けられるように
する必要がある。

　本教材は、お婆さんをだましたという思いを抱える
「私」の生き方を通して、ねらいに迫るものである。
　「私」は、初任給をもらったときに、自分が釣り銭
をごまかしたお婆さんを訪ねるが、すでにお婆さんは
亡くなっていることを知り、お婆さんが支えてくれた
ように、今度は自分も広く恩返しするような生き方を
しようという思いをもつ。
　お婆さんにうそをついて釣り銭を多くもらってしま
う場面は、人間のもつ弱さの理解につながる。
　人をだましてしまったことに苦しむのは、心の中に
良心があるからであり、再会がかなわなかった後の
「私」の生き方を基に、弱さを克服しようとする気高
い生き方について考えることができる教材である。

出典：中江良夫「足袋の季節」『PHP』第177号（PHP研究所）

教材について ◉時代背景の把握
　なぜ「私」は足袋を買う余裕がなかったのか。教材を読み込めばだ
いたいの想像がつくところではあるが、現代の多くの中学生にとって
は、当時の中学生に相当する子供たちの事情を理解するのは難しいか
もしれない。そこで、範読の際に月給の使いみちの図を使って説明す
ると理解しやすいだろう。また、当時の時代背景や貨幣価値を説明す
る時間を設けると、「私」の心情を理解する助けとなるだろう。
　主人公である作者（中江良夫　劇作家）は、明治43年（1910年）
生まれ。この話の時代（1923年頃）は、関東大震災前後に当たる。
日本は日露戦争に勝利したものの、戦後の不景気や戦後恐慌、また関
東大震災によって経済は大打撃を受けた。そのため、「私」のように
小学校卒業後、中学に進学せずに働きに出なければならない貧しい子
供たちが少なくなかった。

　　　　　　　『やさしい日本語』版

　❶�なぜ「私」は初めて給料をもらうと、果物籠を持っておばあさんのところに行ったのだろうか。なぜそうしよ
うと思ったのだろうか。

　❷�おばあさんは「私」にどんな気持ちをくれたのだろう。

考えよう

足袋の季節
２年　教科書 P.130〜P.133
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1

●❶�人間として自分に恥じない気高い生き方をすることについて、多面的・多角的に考えていたか。
●❷�弱さや醜さがあっても、それを克服して、気高く生きていこうとする意欲を高めていたか。

自分に恥じない気高い生き方をすることについて、生徒の発言を積極的に傾聴して受け止めなが
ら、より具体的な発言を促すなどの工夫ができたか。

指導内容の系統的・発展的、重点的扱いの工夫、各教科等との関連

道徳──よりよく生きる喜び
24「足袋の季節」
29「償い」

社会──歴史的分野

　　法教育　　　伝記

　２年生では、「よりよく生きる喜び」に該当する教材は２本あり、視点を変えて考えを深めることができる構成に
なっている。

生徒の評価

授業の評価

評価の
ポイント
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張

り
な
さ
い
よ
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
は
、
私
に
こ
れ
で
足
袋
を
買
っ
て
が
ん
ば
り
な
さ
い

と
励は
げ
ま
し
て
く
れ
た
の
だ
と
い
う
甘あ
ま
い
考
え
と
が
、
日
夜
小
さ
な
私
を
苦
し
め
た
。

　逓て
い
信し
ん
講
習
所
の
試
験
に
合
格
し
て
、
そ
こ
を
卒お

え
る
と
札さ
っ
幌ぽ
ろ
局
に
配
属
さ
れ
、
初
め
て
月

給
を
も
ら
う
と
、
汽
車
に
飛
び
乗
る
よ
う
に
し
て
、
果
物
籠か
ご
を
手
に
そ
の
お
婆
さ
ん
を
小
樽

局
に
訪
ね
た
。

　既す
で
に
お
婆
さ
ん
は
死
ん
で
い
た
。
局
の
近
く
を
流
れ
る
色い
ろ
内な
い
川
の
橋
に
も
た
れ
て
、
た
だ�

＊
4

＊
5

＊
6

　年
を
と
っ
た
せ
い
か
、
近ち
か
頃ご
ろ
は
特
に
あ
と
を
振ふ

り
返
っ
て
み
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
悲
し
み
や
つ
ら
さ
な
ど
の
思
い
出
は
、

懐な
つ
か
し
さ
を
加
え
て
、
今
で
は
一
つ
の
愉た
の
し
さ
と
さ
え
な
っ
て
い
る
が
、
あ
の
と
き
あ
あ
し
た
ら
よ
か
っ
た
と
い
う
悔か
い
恨こ
ん
は
、

数
限
り
な
く
浮う

か
び
上
が
っ
て
、
そ
れ
が
あ
き
ら
め
の
年ね
ん
齢れ
い
に
、
な
お
さ
ら
拍は
く
車し
ゃ
を
か
け

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　足た

袋び

を
は
く
冬
が
来
る
と
、
必
ず
私
の
心
の
中
に
生
き
生
き
と
映
し
出
さ
れ
て
く
る
お

婆ば
あ
さ
ん
が
あ
る
。
今
か
ら
四
十
年
前
、
小
学
校
を
出
る
と
す
ぐ
小お

樽た
る
の
伯お

母ば

を
頼た
よ
っ
て
父

母
の
ひ
ざ
を
離は
な
れ
た
の
だ
が
、
当
時
、
私
の
父
は
日ひ

雇や
と
い
労
働
者
で
、
そ
の
仕
事
も
た
ま

に
し
か
な
く
、
家
は
非
常
に
貧
し
か
っ
た
。

　初
め
て
会
っ
た
伯
母
だ
が
、「
何
で
来
た
。」
と
い
っ
た
冷
た
い
顔
を
し
な
が
ら
も
、
そ

れ
で
も
私
を
小
樽
郵
便
局
の
給き
ゅ
う

仕じ

に
世
話
を
し
て
く
れ
た
。
月
給
が
十
四
円
で
、
食
費
と

し
て
伯
母
が
十
三
円
五
十
銭
を
取
り
、
残
り
五
十
銭
の
中
で
頭
を
刈か

り
、
ふ
ろ
銭
に
あ
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
こ
そ
冬
が
来
て
も
ゴ
ム
長
ど
こ
ろ
か
、
足
袋
を
買
う
余よ

裕ゆ
う
も
な
か
っ
た
。

　雪
の
中
を
素す

足あ
し
で
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳は

ね
る
よ
う
に
し
て
局
へ
通
っ
た
も
の
で
、
夜
勤
を

終
え
て
帰
る
と
き
の
足
の
冷
た
さ
に
は
、
何
度
泣
か
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い
。
何
と
か
し

て
足
袋
を
…
…
い
つ
も
そ
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　郵
便
局
の
構
内
に
毎
週
月
・
水
・
金
だ
け
大
福
も
ち
を
売
り
に
来
る
お
婆
さ
ん
が
い
た
。

　そ
の
お
婆
さ
ん
は
自
転
車
置
き
場
の
横
に
、
箱
を
並
べ
、
い
つ
も
寒
そ
う
に
首
巻
き
で

＊
1

＊
2

＊
3

＊
1

　四十
年
前

こ
の
文
章
は
昭し
ょ
う

和わ

三
十
八

年
（
一
九
六
三
年
）
に
書

か
れ
た
も
の
。

＊
2

　父
母
の
ひ
ざ
を

離
れ
た

両
親
の
家
を
出
た
こ
と
。

＊
3

　給
仕

会
社
や
店
な
ど
で
い
ろ
い

ろ
な
雑
用
を
す
る
人
で
、

当
時
は
こ
う
呼
ば
れ
た
。

＊
4

　同
僚

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
。

＊
5

　自
責
の
念

自
分
の
過あ
や
ま

ち
を
責
め
る
気

持
ち
。

＊
6

　逓
信
講
習
所

当
時
あ
っ
た
逓
信
省
（
郵

便
や
通
信
の
中
央
官
庁
）

の
職
員
養
成
所
。

足た

袋び

の
季
節

何
と
か
し
て
足た

袋び

を
…
…

い
つ
も
そ
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

24

著者が勤めていた頃
ころ
の小樽郵便局（北

ほっ
海
かい
道小樽市）

消費者教育法教育

URL
掲載

51015

51015

20

130131

板
書
例

人
間
と
し
て
気
高
く
生
き
る

主
題
名

研究編 P.192

足
袋
の
季
節

お
婆
さ
ん
を
訪
ね
た
の
は
？

・
釣
り
銭
を
ご
ま
か
し
た
こ
と
を

　謝り
た
い
。

・
言
わ
ず
に
い
る
の
は
嫌
だ
。

・
感
謝
を
伝
え
た
い
。

自
分
を
正
当
化

後
悔

　弱さ

良
心

強
さ

人
間
と
し
て
の
生
き
方

・
ま
じ
め
に
誠
実
に
生
き
て
い
く
こ
と
。

・
失
敗
し
て
も
ば
ん
回
し
よ
う
と
す
る
生
き
方
を
す
る
こ
と
。

人
間
と
し
て
気
高
い
生
き
方
と
は
？

苦
し
い
思
い
を
し
た
の
は
？

・
謝
り
に
行
き
た
い
が
行
け
な
い
。

・
お
婆
さ
ん
を
だ
ま
し
た
自
分
が
嫌
だ
。

・
お
婆
さ
ん
は
励
ま
し
て
く
れ
た
の
だ

　から
、
い
い
の
だ
。

⃝

導
入
を
工
夫
し
て
、
違
和
感
な
く
入
り
込
ま
せ
る

　五
十
銭
を
か
す
め
取
る
切
実
な
気
持
ち
へ
の
共
感
が
、
こ
の
教
材
の
核
心
に
迫
る
前
提
に
な
る
。
当
時
の
生

活
状
況
に
深
入
り
す
る
必
要
は
な
い
が
、
当
時
の
金
銭
価
値
や
、
雪
の
冷
た
さ
な
ど
の
説
明
を
す
る
と
よ
い
。

実
物
の
足
袋
を
提
示
す
る
の
も
生
徒
を
引
き
つ
け
る
導
入
と
な
る
。

⃝
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
る
補
助
発
問
を
入
れ
る

　「お
婆
さ
ん
と
の
こ
と
を
振
り
返
り
、『
私
』
は
ど
ん
な
生
き
方
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。」「
こ
の

お
婆
さ
ん
と
出
会
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、『
私
』
の
生
き
方
は
ど
う
違
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。」
な
ど
の
補
助
発
問

に
よ
り
、
考
え
る
幅
を
広
げ
、
多
様
な
意
見
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

⃝
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
活
用
す
る

　ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
各
グ
ル
ー
プ
に
配
布
し
て
意
見
を
記
録
さ
せ
、
黒
板
に
一
覧
掲
示
す
る
。

⃝

お
釣
り
を
も
ら
え
ば
、
足
袋
が
買
え
る
。

⃝
自
分
優
先
に
な
っ
て
い
る
気
持
ち
に
共
感
さ
せ
、
そ
う
し

た
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
う
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
に
気

付
か
せ
る
。
こ
こ
は
あ
ま
り
時
間
を
か
け
な
く
て
よ
い
。

「
五
十
銭
玉
だ
っ
た
ね
？
」
と
言
わ
れ
て
、
思

わ
ず
う
な
ず
い
た
と
き
の
「
私
」
の
気
持
ち
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

⃝

う
そ
を
つ
い
て
ご
ま
か
し
た
自
分
が
嫌
だ
。

⃝
お
婆
さ
ん
に
謝
り
た
い
。
で
も
で
き
な
い
。

⃝
苦
し
い
思
い
を
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
心
の
中
に
あ

る
良
心
の
存
在
に
気
付
か
せ
、
生
徒
自
身
の
体
験
を
想
起

さ
せ
、
同
様
の
葛
藤
が
あ
っ
た
か
重
ね
合
わ
せ
て
実
感
さ

せ
る
。
そ
の
後
の
「
私
」
の
行
動
か
ら
、
③
の
発
問
に
つ

な
げ
る
。

お
金
を
か
す
め
取
っ
て
し
ま
っ
た
後
の
日
々
、

な
ぜ
苦
し
い
思
い
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。

⃝

う
そ
を
つ
い
て
ご
ま
か
し
た
こ
と
を
謝
り
た
い
。

⃝
あ
の
時
の
感
謝
を
伝
え
た
い
。

⃝
こ
の
ま
ま
で
は
嫌
だ
、
自
分
に
恥
じ
な
い
生
き
方
を
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

な
ぜ
、「
私
」
は
お
婆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
行
動
に
突
き
動
か
し
た

の
は
ど
ん
な
思
い
で
し
ょ
う
。

よ
く
な
い
こ
と
を
し
た
の
に
す
ぐ
に
言
い
出
せ
な
か
っ
た
経
験
な
ど
、
自
分
の
弱
さ
を
感
じ
た
場
面
を
思

い
出
す
。

⃝

特
に
発
言
を
求
め
ず
、
各
自
が
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
本
時
へ
の
意
識
付
け
が
で
き
れ
ば
よ
い
。

⃝
本
時
は
、
人
間
の
も
つ
弱
さ
や
醜
さ
を
基
に
し
て
、
生
き
方
を
考
え
る
授
業
で
あ
る
と
気
付
か
せ
る
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

人
間
に
は
自
ら
の
弱
さ
や
醜
さ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
強
さ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
自
分
に
誇
り
を

も
ち
、
人
間
と
し
て
気
高
く
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
心
情
を
育
て
る
。

ね
ら
い

お
婆
さ
ん
を
だ
ま
し
た
と
い
う
思
い
を
抱
え
る
「
私
」
は
、
初
任
給
を
も
ら
っ
た
と
き
に
お
婆
さ
ん
を

訪
ね
る
が
す
で
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
る
。

あ
ら
す
じ

授
業
を
活
性
化
さ
せ
る
コ
ツ

導入

発問
①

発問
②

発問
③

発問
①

発問
②

発問
③

教師用指導書セット内容

▼研究編

▼指導者用デジタル教科書サンプル

▼指導編

※製作中のため、内容・仕様等は変更になる場合があります。
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道徳の学び方を生徒と一緒に
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